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る）である。画面 B ではユーザが入力を行い、画面 C での入力と選択によって
画面 D、F にそれぞれ分岐する。ユーザの行いたい作業のゴールが画面 E、ユー
ザの現在画面が画面 G である場合を考える。図 7 の事例において、画面 F と画


















む。図 7 の事例を考えると、トップ画面 A から完了画面 E、トップ画面 A から
現在画面 G までの経路（画面遷移の流れ）の共通部分は画面 A、B、C である。
現在画面 G からトップ画面 A に戻ってしまうと、画面 B や画面 C における入
力が破棄される。そして、完了画面 E まで辿っていくためには再度画面 B や画
面 C にて同じ入力をしなければならない。現在画面 G から分岐点 C まで戻り、










































	 本節では、図 7 のアプリケーションを適用事例にユーザから見た操作支援シ
ステムの動作を述べる。図 8 は、図 7 のアプリケーションの画面遷移をアクテ
ィビティ図で表したものである。なお、このアクティビティ図でのアクティビ
ティは画面表示のみになっている。適用事例は 4.1、4.2 節で述べたものと同じ
状況を考える。ユーザの現在画面は画面 G、ゴールは画面 E である。このアプ
リケーションでは、 
l 機能 1：画面 A から画面 E までの手順	
l 機能 2：画面 A から画面 H までの手順	
l 機能 3：画面 A から画面 I までの手順	
が使えるものとする。つまり、ユーザは間違って機能 2、あるいは 3 の途中にい
るが、本来は機能 1 を利用したいということである。また、表 1 はこのアプリ
ケーションで用意されている入力項目間での一致度を表したものである。なお、
この一致度はオントロジの概念間の類似度計算によって求められたものである。
一致度は 0 から 1 までの範囲で値を取り、数値が高ければ高いほど、より類似
しているということになる。類似度の計算は後に 5.2.2 節にて記述する。画面 F



















表 1	 入力項目の一致度 








 0.7 0.8 
入力項目 2 
（画面 D） 
0.7  0.9 
入力項目 3 
（画面 E） 















ーザが機能 1 を利用するためには、画面 C まで戻り、そこから画面 D、画面 E
と遷移し、それぞれの画面内にある入力項目 2、3 で新たにデータを入力する必
要がある。ユーザはすでに画面 F にある入力項目 1 を入力しているため、入力
項目 2、3 にて再利用を行うことが可能である。仮に、ユーザがアプリケーショ
ン起動時に操作支援システムにて設定した閾値を 0.6 に設定したときは表 2 の











表 2	 入力再利用（閾値=0.6 の時） 
 入力内容 
入力項目 1 再利用機能利用前に入力済み 
入力項目 2 入力項目 1 を再利用 
入力項目 3 入力項目 2 を再利用 
 
表 3	 入力再利用（閾値=0.8 の時） 
 入力内容 
入力項目 1 再利用機能利用前に入力済み 
入力項目 2 入力再利用なし 















































































おける、アプリケーションの経路は、3 通りである。この 3 通りの経路のアクテ
ィビティ図を図 9、10、11 に示す。図 9 は、機能 1 を利用するためのトップ画












































アクティビティ図でのトップ画面は画面 A であり、ユーザが画面 B に遷移する
































経路の分岐点は画面 C となる。よって、現在画面から画面 C まで戻った経路と、
画面 C からゴールまでの経路を連結したものをユーザに対して提示する。この
連結経路は図 13 の太字矢印の経路のようになる。 
 
図 12	 トップ画面から機能 2 完了までの経路と現在画面までの経路の共








図 13	 トップ画面から機能 1 完了までの経路と現在画面までの経路の共



















	 なお、本システムにおいては、クライアント側が HTML と JavaScript で動






















































































では、菱形で表現される。例えば、図 8 のアプリケーションでは、画面 C での


















































































































































































は以下に示す。このアンケートの Q1、Q5〜Q7 では、5 段階のリッカート尺度
を採択しており、1 はそう思わない、2 はややそう思わない、3 はどちらでもな






















本評価実験では、Apple の Macbook Air（Mac OS 10.12.3）を用いて行い、ブ
ラウザは Firefox 54.0.1 であった。対象アプリケーションは JAVA、HTML、
JSP、JAVASCRIPT で実装されており、926 個のファイルで構成され、ソース
コードの行数は 166803 行であった。 
 
7.3 結果	
	 実験を完了した後、各被験者にアンケートを実施した。図 17 は入力再利用に
関する質問項目 Q5〜Q7 のアンケート結果である。X 軸はユーザが選択した閾







る。図 17 を参照すると、閾値が 0.2 の時が全ての質問において最も低い結果と
なり、Q6 においては、閾値が 0.3、0.4 の時に最も高い結果が得られた。Q7 に































図 17	 入力再利用機能に関するアンケート結果 
 
 












表 4	 閾値と再利用の関係 






0.2 17 9 6 3 1 
0.3 21 11 5 6 0 
0.3 20 11 6 5 0 
0.4 13 7 4 3 0 
0.5 21 4 2 2 0 
0.5 21 4 2 2 3 
0.6 21 3 2 1 4 
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